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走t前iほ
るをら
か見み

らな
だい
！で

ゾ坊？
ウゃ
な
ら
向む

フ
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しだす
いまが
んだ園2
で内t
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宗：ぉ
助：元1
さ気き
んそ
フ
fご

年旬、

にや
は i
勝かさ
です
んが
よに

小
さ
な
子
ど
も
に

ぶ
つ
か
ら
れ
た

く
ら
い
で

ふ
ら
つ
く
と
は

走t夢む
つ中？
てで
ま
す
よ

人：ぃ動5
気きつ物3
者；のは
で時じ
す代t
かも
ら

特f君iあ
別3のあ
だク
っーマ
た女子ず
なき
あも

サ特f
ンに
＝とき
1::::1ち

来事亮；ゃ
て太たあ
いさ
たん
の！
か
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激：；太t昭｝
し平河口b
さ洋i十
を戦1九
増ま争：c
しは九
支霞i固
定とん恩
年t

帰2お国；ス
ら墓：雄ぉミ今き
か参~ ＜子ニ日；
いらんさは
？ののん

と

つ動f私f
ら物ミた
いたち
時じちに
代tLこも
だも
’っ
た

日にグ九
本fア月2
のム
部ぷ島：
隊~~.:;:. 
が乙
全f予
j威2ン
島i
で

六あ
五れ
年fか
から

た
が

お
互
い

じ
い
さ
ん
に

な
る
わ
け
だ



昭
和
十
九
年
十
月山：名な

内；古ご
家け屋ゃ
市し
内t

あ
る

片：いご
付づい飯：
け加かな
な滅1ん
さまだ
いんか
！がら
は

父i父i
ちち
ゃゃ

んん

り
ょ
う
た

ほ
ら
亮
太
つ

読よい
んつ
でま
るで
の

－：ゃ相？
番fつ撲；
だ ば は
よ ら
なク

' ・マ
カミ

さ
あ
ど
う
か
な

ゾ
ウ
か
も
し
れ
ん

ぞ

う
く
J

ま
た
今
日
も

イ
モ
と

カ
ボ
チ
ャ
r
〉？

お
な
か
い
っ
ぱ
い

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

い少
女な戦
うく争
まぶし中
い／ ？は
もぱ食
やかべ
豆り物
なのが
どぞと
をうて
ますも

ぜ
た
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、
戦
争
が
は
げ
し
く

な
る
と
、
米
も
だ
ん
だ
ん
と
手

に
入
ら
な
く
な
り
、
汁
に
だ
ん

ご
を
入
れ
た
す
い
と
ん
や
、
イ

モ
や
カ
ボ
チ
ャ
ば
か
り
が
目
立

ち
ま
し
た
。
満
足
に
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ず
、イ
モ
の
つ
る
や
野

草
で
飢
え
を
し
の
ぐ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
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勝咋目？こあ
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っとじあ
こつや

なてク
いもマ
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るたいカ￥
もつつ
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東3日：
山2躍：
動5日ぴ
物ミ
園：

厳3エ
しサ
いの
か確？
ら保Ii
なも

あ

こ動fえ
れ物3え
った 3
ぽちつ
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ち
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い
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国二亮；
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8 

国代
雄バ

そ
－っ

見みほ
てら
ご君；
らた
んち



まかき
だわや
子こいあ
どい
も！
ねこ

の
子
は

お
と
な
し
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て
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うぺだ
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ん宗；
fご助：
・っ
て

飼Lこ
育：の
員二動：
で物ミ
国f
の

兄
ち
ゃ
ん
の
じ
ゃ

な
い
よ

こ
の
ク
マ
の
！

ま名なは
だ前iは
なは

て
ね

9 



な兄~~い年t
くちくは
てやっ

んな
じの
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、

三i生ぅ
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月2れ
だて
よ
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な
ん
だ
よ

そ
れ
！

たそ父；だ
んうちつ
だ言いやて
つん
でが

言いなお
うん前：
んでの
だそ父；
んち
なや
嘘；ん

宗けごで
助：ょた
兄：iねら
ちめ
ゃ

ん

し壊じ
れれ空；
なる襲｝
いかで
もオ

カミ

い人2逃にそ
うをげう
ん襲Zたな
だう動fつ
と物3た
がら

な
ん
だ
よ

そ
れ
！

そ
ん
な
こ
と

あ
る
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て必2
る死L

大tき
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の屋や
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け
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ね
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う吉：
よは
ね

襲2人：子こだ
わなとつ
なんもて
いかだま
よ もだ

十昭｝
二和ム
月t十
十九
三年2
日：

ん

－ ~4 

14 



． 
~ 

I 

fl 
j℃ 

三軍；
三需5
0工；
人：場；
がが
死L狙2
亡？わ
れ

C己

射t東？こ
殺ミ山tの
命f動：日ひ
..0..1，持畑 J 

Bぃ画；日
下二のに
る猛：
獣？
委員t
lこ

射ミラヒ
メルーJ ヨ

きオマ
れンド
てがぶ
し＼ -
くク
マ

む

？ 

た
く
さ
ん
の
動
物

た
ち
が
殺
さ
れ
た

さまく
れしさ日
たたん本
ら f，の各
、空2動地

（~ 襲与 物の
けでた動
たオち肋
動リが；：
物が殺喫
たこさ」
ちわれた

が
人
間
を
お
そ
う
か
ら
と
い
う

の
が
理
由
で
す
。

ま
た
、動
物
た
ち
の
工
サ
も
十

分
に
用
意
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

病
気
や
飢
え
で
死
ん
で
し
ま
う

動
物
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
戦
争
は
動
物
た
ち
に
と
っ
て

も
つ
ら
い
時
代
で
し
た
。

東山動物闘で行われた射殺訓練
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ど
う
ぶ
つ

動
物
た
ち
が
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い助：
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ゃち
ゃ

ん
の
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飼しお
育：ぃ
｛系？

急？立たク
所：たマ
がせを
見みろ
え

ん
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吉：を
や
ろ
フ
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二日ロ｝
月河口b

十

九
四
五

年f

疎そ親：国；
開tせ雄お
すきは
るを
Tこ
よ
っ
て

二
月
十
五
日

閉C翌？空；東ぞ
鎖s日3襲｝山2
さにを動f
れは受ぅ物ご
る軍；け園：
がも
使：
つ
た
め

未み三
明t月ご
十
九
日：

爆7名な
撃：古ご
機き屋や
二大t
＝＝ ヲ勺〈

O襲｝
機ー

親
元
か
ら
は
な
れ
て

く
ら
し
た

なましが
るすまれ子
と 。しるど
学主 Tこt も
校へ J め十
ご窒れ l三吉
と 襲 を地はー
にが疎そ方空；
集院関tに 襲｝
団lすとひか
でしいなら
疎くいんの

関
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

疎
開
先
で
は
、勉
強
の
ほ
か

に
農
作
業
や
軍
隊
の
よ
う
な
訓

練
も
あ
り
、つ
ら
い
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

の
一
番
の
楽
し
み
は
、
家
族
と
の

面
会
日
で
し
た
。

疎開先で授業をうける子どもたち
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も神：
う社：
夕、の

メ防？
だ空；
濠；
は

亮；ゐ
太たぶ
つな
し、

姉fう
ちわ
ゃあ
んあ

母
ち
ゃ
ん

f

母
ち
ゃ

ん什一

危3い
なか
いん
! ! 

名な五そ
古ご月2の
屋や十？後ご
城；四一も
炎t日か空！
上； 襲f
iま
続3
$ 
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死
者
三
三
八
人

死し工；六
者t場；月ご
二爆？九三
O撃：日2

八
人：

当
時
の
名
古
屋
市
は

軍
需
工
場
が
数
多
く
あ
り

た
び
た
び
空
襲
を
受
け
た

死
者
は

七
八
O
O人
以
上

に
も
の
ぼ
る



二
七
九
種
・
干
に
近
い

動
物
た
ち
が
い
た

東
山
動
物
園
も

終
戦
ま
で
生
き
の
び
た
の
は

や
せ
お
と
ろ
え
た
ゾ
ウ
二
頭
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
一
頭
、

鳥
類
約
二
十
羽
だ
け
で
あ
っ
た

－S
E
a－’
E
B－－
s
i
 

t
ー

助~ : 
けサ
らン
れ吉：
なも
か
っ
た

狂；戦れ
わ争；い
せがえ
てみ
しん
まな
つを
た

¥i 

恨；大であ
み入手の
まみこ
しんろ
たなは
を

空；疎そ国；
襲｝開？：雄お
に先日
あかん
うらも
と戻2ま
はっき
なてか
あ

忘：命5た戦2
れをく争：
ち奪二さは
やっん人：
いての間1
けし生いだー
ままきけ
せつ物iじ
んてFたや
ね」ちな

与のく

破＝徹：
壊t底：
さ的；
れに
た

見渡すかぎり焼け野原となった名古屋広小路通り

21 

名
古
屋
は
武
器
や
飛
行
機
を

作
る
工
場
が
数
多
く
あ
っ
た
た

め
、何
度
も
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
一
九
年
一
二
月
か
ら
始

ま
っ
た
空
襲
は
、
終
戦
ま
で
合
わ

せ
て
六
O
回
を
こ
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
空
襲
で
お
よ
そ
名

古
屋
市
の
四
分
の
一
が
灰
に
な

り
ま
し
た
。
死
者
は
七
八

0
0

人
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

、
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あ
つ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ

バちゾ
イやウ
パんも
！とコ
イ見みア
！れラ
？こも
よ

元1おそ
気き孫3う
でさい
すんや
かは
ワ

実5う
はん
な

す飼L今：
る育：度ど
こ員二r
とをム

に拡
園f
の

な
っ
て
な

お
や
！

へ’え！
縁f不E、そ
だ思しれ
議zは
な

心iき先Z優？
強1 つ輩~~秀｝
いとがな
でおい
す孫3て
よさ
ん
も

さ
あ
ど
う
か
ねTご
と
い
い
ん
だ
が

私：大t
が丈；
｛呆ほ夫＿；，
証；！
し
ま
す

サ私f
ンと
吉：国5
が雄ぉ

｜と

飼しと宗：
育：て助：
員二も兄：i
だすち
っぱや
たらん
としは



空襲などに

あったおもな町

・北海道 高萩市
函館市 ・窃木県
小僧市 宇都宮市
苫小牧市 足利市
網走市 栃木市
留1Ui市 }.!¥I沼市
旭川市 ・群馬県
隻前市 前mrll
釧｜路市 高崎市
マif広市 制生市
i恨室市 伊勢崎市
本別l町 太田Tli
・青森県 ・矯玉県
青森iii さいたま市
八戸市 川館市
・岩手県 熊谷rl1
主主｜潟市 川口市
花巻市 ・千葉県
釜石市 千1健市
宮古市 銚子rl1
一関市 船m市
・宮媛県 館山iii
仙台市 木更津市
石巻市 必戸市
上包釜司1 市Jll市
・秋田県 ・東京都
秋悶市 区古II
・山形県 八王子市
酒田市 立川市

・福島県 武政野市

福島市 ・神奈川県
郡山市 横浜市
いわき市 川崎市

・茨城県 平塚市

水戸市 藤沢TIJ
日立市 小田原市

土i11lifi 横須賀市

まんし。うじへん 8 

1931~手 （昭和6年） ・ 満州事変が起こる。

1933年（昭和8年） ・ 日本が国際連盟を脱退する。
にヲちeう＜！んそう

1937年（昭和12年）・ 日中戦争がはじまる。
じ ぜかいたいぜん

1939年（昭和14年）・ 第二次世界大戦がはじまる。

1941~手 （昭和16年） ・ 太平洋戦争がはじまる。
にで3ぽんUんど 〈うしゅう

1942年（昭和17年）・ 日本本土がはじめて空襲される。

1945年（昭和20年）・ 東京などが大空襲にあう。

・ 広島・長崎に原子爆弾が落とされる。
に~i:ん ぜんげんう い ζうふ〈

・ 日本はポツダム宣言を受け入れて降伏する。

1942（昭和17）年の4対から戦争が終わった1945(1昭和20）年の8月までのあいだ、日本凶内の
〈うし・う 171..ltうし• I’e 

以下のようなl町が空襲や艦砲射盤などを受けました。そして、その多くの町が何回も空襲を受

けました。このほかにも規模の小さなもの、11!の施設が爆撃されたものなど、実際にはもっと多

くの｜町が空襲や緩砲射怒などを受け、全体で50万人以上位。の一般市民が亡くなりました。

鎌倉市 ・三重県 ・奈良県 今治iii 都城市

・新湯県 i~lr市 奈良市 宇和島iii 高鍋町

新溺市 四日市市 ・和歌山県 八幡浜市 ・鹿児島県
：長関市 伊勢di 和歌山市 新居浜市 鹿児島市

・富山県 桑名市 海市市 ・高知県 薩l奈川内市

'LHllTti 伊賀市 .f-r川市 高知iii いちきゅ木野市

高岡市 鈴｝彪m- 御坊市 ・福岡県 阿久根市

・福井県
必阪iii 田辺Tl'i 北九州市 指宿市

福井市 ・滋賀県 新宮市 稲l河d1 務島市

敦賀市 大津市 1'11ノド町 大牟悶市 西之表Tl!

・山梨県
彦般市 那智j勝浦町 久留米rli 垂水市

叩J符l打
長浜市 ・鳥取県 ・佐賀県 鹿屋市

・長野県
・京都府 米子市 佐賀市 4定的rll

長野市
京都市 ・岡山県 ・長崎県

日世市

上田市
舞館市 岡山市 長崎市

奄美市

・大阪府 玉野市 佐世保l行
I有九州市

・岐阜県
大阪市 ・広島県 向原iii

姶良町
岐!jlI打

堺市 広島布 事k早市
加治木町

大垣市
:C1rl＂叶T 呉市 大村市 ・沖縄県佐2〕

・静岡県 ~·~槻·m 福山市 ・熊本県
JJ~務Irti

1'lT•岡市 l次m市 ・山口県 熊本市
名護市

浜占公市 ＊大阪市 下｜則市 荒尾rli
1111純市

iBW:11i 守「rm 宇都市 字土市
浦添市

磐ll:lrll 岸和ITlrli 111口市 八代市
糸満市

三j為市 i也旧市 周l布市 人育ill
宮古島市

伊東市 泉大津市 防府市 水俣市
石垣市

J抗[J市 枚方市 下絵市
うるま市

・愛知県 ・大分県 本部町

名古屋市
・兵庫県 岩凶市 大分市 嘉手納町

立橋市
神戸市 山陽小野凹ill 別府市 西原JUT

岡崎市
姫路市 光Tli 中討叶T 与万111原町尼崎市 ・徳島県 円田市一富市 明石市 南風原町

瀬戸市 西宮市
徳島市 佐伯rli 伊江村

盟川市 芦屋市
・香川県 ・宮崎県 今帰仁村

半田市 伊丹市
日必市 宮崎市 読谷村

若手El:JJ：市 相生Tli ・愛媛県 延岡市

津島市 松山市 日南rli
日向Tl1 平成21年12月現在

〔注1〕沖縄県では、県下で地上戦が行われ、軍人以外の一般市民の死亡者が この物語は戦争の悲惨さを次の世代に伝えるために、名古屋空襲の事
約10万人にもおよびました。このためr~Mや艦砲射撃などjに限定した 笑に基つ．いて制作したフィクションです。したがって、この物語に登場し
被災状況を把握することがむずかしし、ので、「50万人以上jの中には沖縄 た人物や団体などは笑在しません
県の人数は含まれていません。

〔注2〕沖縄県については、規模の大きかった1944（昭和19）年1omo日の空製 取材協力と写真提供：戦争と平和の資料館「ピースあいちJ、
を安けたおもな市町村を記載しました。 名古屋市東山動植物園
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